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１１月末現在人口（前月比 ）

男 ２，２１８ （－ １０）

女 ２，２２８ （ 一 １５）

計 ４，４４６ （－ ２５）

世帯数 １，１５６ （－ １０）

国
内
外
を
と
わ
ず
、
昨
今
の
漁
業
不

振
は
我
が
佐
井
村
に
お
い
て
も
悩
み
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
去
る
十
一
月
十
五
日
進
水

し
た
「
さ
い
丸
」
で
津
軽
海
峡
を
中
心

に
、
未
開
発
と
な
っ
て
い
る
漁
場
を
開

発
し
て
、
一
日
も
早
く
漁
業
者
の
生
産

を
高
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
集
団
操
業
指
導
船
「
さ
い
丸
」
を

御
紹
介
い
た
し
ま
す
。

最
大
速
度

十

丁

五
ノ
ッ
ト

総
ト
ン
数

九
・
九
三
ト
ン

長

さ

十

丁

九
七メ

ー
ト
ル

幅

丁

ニ
メ
ー
ト
ル

馬

力

八
〇
馬
力

魚
群
探
知
機

一

方
向
探
知
機

一



佐
井
診
療
所
に

最
新
の
医
療
器
械
設
置

地
域
医

療
の
充
実
を
一
層
強
化
す

る

た
め
、
昨
年
度
新
築
落
成
し
た
佐
井
診

療
所
に
此
度
、
下

記
の
最
新
医

療
器
械

を
設
置
し
、
住
民
の
健
康
管
理
と
健
康

増
進
を
図
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
御

利
用

く
だ
さ

い
。

記

コ

テ

レ
ビ
付

レ
ン
ト
ゲ

ン

（

胸
部
、
骨

折
、
打
撲

、
透

視
等
に

利
用

）

一

、
心
電
図

一
、
血
液
検
査
器

一
、
眼
底

カ
メ

ラ

（
成
人
病
検
診
及

び
脳

卒
中

の
早
期

発
見
等
の
た
め
利
用

）

民
生
児
童
委
員
決
る

昭
和
五

十
五

年
十
二

月
一
日
か
ら
次

の
方

が
民

生
児

童
委
員
と
し
て
、
今
後

三
年
間
活
動

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

民

生
児

童
委

員
は
、
次
の
よ
う
な
相

談
及

び
指
導
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、

気
軽

に
御

相
談
下

さ

い
。

一
、
子
供
の
相
談

一
、
お
年
よ
り
の
相
談

二

体
が
不

自
由
な
方
の
相
談

一
、
世
帯
更
生
資
金
借
入
等
の
相
談

一
、
生
活
保
護
の
相
談

野

村

義

勝

越

、膳

き

み

大

石

光

明

横

浜

定

雄

舘

脇

敏

雄

高

久

ゑ

よ

佐

藤

清

市

宮

川

じ
ゅ
ん

横

浜

松

雄

島

野

利

勝

樋

口

京

子

泉

田

タ
ツ

子

山

本

正

若

山

正

夫

渡

辺

み

な

氏

名

牛
滝
・
野
平
（
五
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
言

福

浦

長

後

磯

谷

矢

越

川

目

原

田

台

場

川

向

新

町

仲

町
・
浜

町
・
浦

町

川
原
町
・
大
瀬
戸
・
工
場
町

新

町
・
緑

町
・
大
町
一
部
・

谷
地
町
・
大
町
一
部

黒

岩
・
中

道
・
浜

町

担

当

地

区

名

村 佐
議 井

と 青
交 年

流 団

佐
井
青
年
団
（
若
山
誠
団
長
）
は
、

今
年
度
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
去

る

十
二

月
八
日
佐
井
村
振
興
セ
ン

タ
ー
で

村
会
議
員

と
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
側

か
ら
、
東
出
議
長
ら
議
員
九

名
、
青
年
団
側

か
ら
若
山
誠
団
長
ら
十

五
名
が
出
席
し
、
青
年
が
考
え

る
地
域

の
問
題
点

に
つ

い
て
質
疑
応
答
が
な

さ

れ
ま
し
た
。

特
に
、
体
育
施
設

に
つ

い
て
は
、
村

民
体
育
館
が
な

い
不
便
さ
か
ら
早
期
充

実
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

佐

井

青

年

団
は
、
今

回

初

め
て

議

員
と
の
交
流
会

が
成
功
し
た
こ
と
を
機

会
に
、
今
後
、
よ
り
一
層
青
年
団
活
動

を
活
発
に
展
開
し
て

い
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。



除
雪
作
業
に
対
す
る

協
力
依
頼
に
つ
い
て

一
、
路
上

に
駐
車
し

な
い
で
下

さ
い
。

除
雪
作
業
は
、
交

通
の

少
な
い
夜
間

及
び
早
朝
作
業

が
主
と
な

り
、
降
雪
、

地
吹
雪
中

の
作
業
の
為
視
界
も
悪
く
非

常
に
危
険
で
す
。
ま
た
、
駐
車
さ
れ
て

い
る
部
分
が
除
雪
で
き
な
く
な
り
、
こ

れ
が
交
通
障
害
の
基
と
な
っ
て

い
る
場

合

が
一
番

多

い
。

二
、
除
雪
車
が
作
業

中
の
場
合
三
十

メ

ー
ト
ル
以
内
に
近
寄
ら
な

い
で
下
さ

い
。

除
雪
車
は
重
機
械
で
あ
り
前
方
で
も

十
メ
ー
ト
ル
以
内
に
入

る
と
死
角
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
雪
の
中
に
入
っ
て

い

る
砕
石

、
木
材
、

ガ
ラ
ス
等
が
、
飛
散

す
る
堝
合

も
あ
り
ま
す
か
ら
三

十

メ
ー

ト
ル

以
内
に
は
近
寄
ら
な

い
で
下

さ
い
。

三
、
除
雪
作
業
は
「
右
側
走
行
除
雪
」

も
行
な

い
ま
す

。

風
向
、
道
路
条
件
、
雪
堤
条
件
等
で

右
側
を
走
行
し
な
が
ら
除
言
を
行
な
う

場
合
も
あ
り
ま
す

か
ら
徐
行
し
て
下

さ

い
。尚

、
除
雪
機
械
は
作
業
中

必
ず
「

黄

色
回

転
灯
」
を
点
灯
し

て
走
行

し
て
お

り
ま
す

。

四

、
除
雪
作
業
に
よ

る
負
傷

、
物
件
破

損
等
が
発
生
し
た
ら
速

か
に

、
そ

の

管
内
土
木
事
務
所
又
は

、
佐
井
村

役

場
建
設
課
に
連
絡
を
願

い
ま
す
。

特

に
物
件
破

損
は
発
生

と
同

時
に
速

か
に
報
告

が
な

い
と
原
因

究
明

も
困

難

と
な

り
、

保
障
対
象
外

と
な
り
ま
す

。

五

、
路
上
で
自
動
車
の
故
障
で

運
行

で

き
な
く
な
っ

た
ら
目
印
に
赤

旗
を
立

て
て
下
さ

い
。

乗
り
捨
て
さ
れ
ま
す

と
地
吹
雪
、
降

雪
等
で
雪

の
中

に
自
動
車

が
堙
づ
も
り
、

除
雪
車
が
発
見
で
き

ず
、

衝
突

す
る
危

険

が
あ
り

ま
す

。
（
目
印

は
で
き
る
だ

け
高

く
立

て
て
下

さ
い
。
）

六
、
道
路

に
雪

を
捨
て
な

い
で

下
さ

い
。

七

、
道
路

を
広

く
使

い
ま
し
ょ
う
。

私

有
物

件
（

材
木

・
鋼
材

）
を
、
路

上

に
は
み
出

し
て
お
き
ま
す
と
除
雪
車

が
衝
突
又

は
、
巻
込
み
の
為
重
大
な
事

故
発

生
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

八
、
路
上
で

の
ス
ケ

ー
ト
、
ス
キ

ー
は

や
め
て
下

さ
い
。

九
、
路
上
で

「
か
ま
く
ら
」
遊
び
を
さ

せ
な
い
で
下

さ
い
。

○
除

雪
に
対

す
る
問

い
合

せ
先

県

道
－

む
つ
土
木

事
務
所

大
間
出
張
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ

一
七
五
三

七

－

三

一
〇
一

村
道
１
１
在

井

村
役
場
、
建
設
課

汀
Ｅ
Ｌ

ニ

ー
一
一

○
緊

急
確
保
除
雪
路
線
名

川
磯
線

起
点

佐
井
村
川
目

卜

終
占

佐
心

村
磯
谷

積 雪 に よ る 交 通 不 能 区 間

路 線 名
交 通 不 能 区 閧

期 間
起 点 終 点

大 間 ・ 川 内 線 下 北 郡 佐 井 村 川 目 下 北 郡 川 内 町 湯 の 川 １２．１～５．１５

古 佐 井 ・ 奥薬研線 下北郡佐井村古佐井川目 下 北 郡 大 畑 界 ク

川 磯 線 下 北 郡 佐 井 村 川 目 下 北 郡 佐 井 村 磯 谷 ク

大間・脇の沢・川内線 下 北 郡 佐 井 村 野 平 下北郡 脇の沢村源藤城 多

す
で
に
軽
自
動
車
税
、
村
県
民
秘

二

期
、
二

期
、
三
期

）
、
固
ま

資
産
税
（
一
期
、
二
期

）
国
民
健

康
保
険
税
二

期
、
二

期
匸

二
期
一

の
納
期

が
経
過

い
た
し

ま
し
た
が

忙
し

さ
か
ら
つ
い
納
税
を
忘
れ
ア

い
ま
せ
ん

か
。

こ
の
機
会

に
滞
納
税
金
を
一
掃

卜

た

い
も

の
で

す
。

自
主
納
税

と
滞
納
整
理
を
強

く
お

願

い
し

て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
早

め
に
納
税

を
済

ま
せ
て
ど

だ

さ
い
。

こ

れ
か
ら
到

来
す
る
納

期
は
士

月
固
定

資
産
三

期
、
五

十
六
年
一

月
村
県
民
税
四

期
、
国
民
健

康
保

険
税
四

期
、
二
月

固
定

資
産
税
囮

期

と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
忘

れ

ず

に
納
税
し

て
く
だ
さ
い
。

な

お
納
税
貯
蓄

組
合
へ

加
入
し

ア

い
る
方

は
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
に
合

せ
て
納
税

掛
金
を
お
願

い
し

ま
十

税
金

に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し

た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
係

キ

で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。



殱

時

記

大

晦

日

か
か
し

は
、
大
晦
日
と
い
え

ば
、
一

年
中

で
も
っ
と
も
あ
わ
た
だ
し

い
日

で

し
た

。

俳
人
一
茶

の
句
に
、

略

お
み
そ
か

梅
見

て
い
る
を

そ
し
ら
る
る
”
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
（

徙
然
草
言

れ
づ
れ
ぐ
さ
）
」
に
も

人

の
門

た
た

き
、
走
り
あ
り
き
、
何
事
に
か
あ
ら
ん

こ
と
ご
と
し
く
の
の
し
り
、
足

を
空
に

ま
ど
わ
せ
”
と
大
晦
日
の
町
を

描
写

し

た

と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す

。

最

近
で
も
、
商
店
街
な
ど
を

は
じ
め
、

大

晦
日

の
夜
お
そ
く
ま
で
働

く
と
こ
ろ

が
あ
り
、
そ
の
点
で
は
昔

も
今

も
あ
ま

り
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う

で
す
。

と
こ
ろ

で
、
年

送
り
の
行
事

は
各
地

に
あ
り
ま
す
。
そ

ば
、
ブ
リ

、
塩
ザ
ヶ

な
ど
を
食

べ
た

り
、
二
年
参

り
と
い
っ

て
大

晦
日

か
ら
元
旦

に
か
け
て
社
寺

に

詣
で

た
り
す
る
風
習

は
各

地
に
残
っ
て

い
る
よ
う

で
す

。

ち

か
ご

ろ
の
ヤ
ン
グ
は
、
そ

ば
と
い

え

ば
中
華

そ
ば
を

連
想
す

る
と
み
え

て

大
晦
日

の
夜
は
中
華
そ

ば
の
店

も
け
っ

こ
う

繁
盛

す
る
と
か
。

そ

れ
に
、
大

晦
日

と
い
え

ば

〃
除

夜

の
鐘

”
｜

。

夜
の
十
二
時
を
期
し

て
百
八

つ
の
煩

脳
（

ぼ
ん

の
う

）
を

除
去
し
、
新
し

い

光
明
の
年
を
迎
え
る
こ
の
行
事
は
、
江

戸
時
代
に
始
ま
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

最
近
で
は
、
除
夜
の
鐘
を
テ
レ
ビ
で

き
く
家
庭
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
年
の
瀬
の
風
物
詩
も
世
に
つ

れ
て
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
何
は

と
も
あ
れ
、
新
年
が
よ
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
Ｉ

。

幸せは家族みんなの対話と協力から

第 三 日 曜 日 は

家 庭 の 囗

火 事 ． 緊 急 の 場 合 は

１１９番 ヘ

サイレンの試験は毎月１日、１５日（正午）

佐井消防分署 魯２２６６

戸
籍
の
窓
口

○

お
誕
生
お
め
で
と
う

磯
川

幸
子
（

董
一

）
磯

谷

山
本

雅
也
（
孝

哉

）
古
佐
井

岡
本

佳
寿
子
（
良

夫

）
大
佐
井

宮
川

る
い
子
（

善
之
助

）
大
佐
井

竹
本

行

佳
（

慎

悟
）
古
佐
井

奥
本

真

紀
（

拓

）
大
佐
井

奥
本

友

紀
（

拓

）
大
佐
井

金
井

卓
也
（
豊

人

）
福

浦

今

絵
里
子
（
草

平

）
古
佐
井

大
石

裕
人
（
光

範

）
長

後

横
浜

一
也
（
哲

夫

）
磯

谷

木
下

貴
夫
（
優

広
）
長

後

木
下

ゆ
み
（
優

広
）
長

後

内
田

貴
生
（
昇

治
）
長

後

石
沢

尚
子
（
完

二
）
古
佐
井

松
谷

望

（
征

二

大
佐
井

横
浜

厚
子
（

弘

）
中

道

田
中

敬
子
（
憲

二

福

浦

田
中

雅
人
（
憲

⊃

福

浦

○
ご
結
婚
お
め
で
と
う

相
澤

裕

仙
台
市

（

樋
口
真
知
子

大
佐
井

奥
本

廣
志

古
佐
井

（

大
石
留
美
子

中
里
町

市
原

暢
浩

千
葉
市

（

岩
尾
志
保
子

大
佐
井

久
野

武
彦

大
間
町

（

滝
本

昌
子

長

後

田
中

秀
樹

福

浦

（

竹
内

優
子

岩
木
町

高
根
澤

敏

東
京
都

（

鈴
木
千
鶴
子

川

目

中
島

成
夫

草
津
市

（

下
山
や
す
子

川

目

徳
山

潔

川
口
市

（

福
田
真
理
子

磯

谷

金
丸

良
雄

大
佐
井

（
小
川

恵
子

横
浜
市

小
野
里
芳
樹

渋
川
市

（
若
山
千
鶴
子

中

道

船
越

誠

牛

滝

（

川
畑

洋
子

矢

越

松
谷

厚

大
佐
井

（

佐
藤
由
紀
子
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